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2.4 歴代委員へのインタヴュー集 

 

歴代委員に以下の質問についてインタヴューを行いました。 

 

 

 

 

 

 

1. 倉員 宏明（修士課程修了、インフォコム株式会社） 

 

①日本近代文学を専門とし、修士論文では堀辰雄の最初期における詩と小説の

関係を扱いました。 

②院生専門調査 

③院生専門調査と展覧会調査の仕事を中心に関わらせていただきました。作業

自体は決して華やかなものではありませんが、エクセル表での作業や、美術館へ

の電話での問い合わせなどは、就職後の仕事の良い練習にもなったと思います。

また美術系のことに疎かった私には、様々な新しい知識を得る機会ともなりま

した。  

 

 

2. 藤田 千紘（修士課程修了、国立国会図書館） 

 

①近代日本における本の装丁と、装丁についての言説をテーマにしていました。

修士論文では、昭和初期の装丁論を「工芸」という観点に注目しつつ検討しまし

た。  

②ブログ活用担当 

③委員会での調査によって全国の展覧会状況を知ることができ、関心ある展覧

会の発見が容易になっただけでなく、いま日本でどのような展覧会が開かれて

いるかを一望できた点が非常に有益でした。また、委員会ブログの活性化を担当

し、利用者増加のための企画の実現に携わったことも良い経験になりました。 

 

①研究テーマ 

②委員会での担当役職 

③活動を振り返って 
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3. 川辺 和将（修士課程修了、毎日新聞社） 

 

①クロード・モネの市場戦略 

②副委員長 

③幅広い人脈を築くことのできるところが、カタログ委員会の魅力のひとつで

す。ゼミや分野の垣根を越えて、普段関わることのできないたくさんの方と知り

合いになる機会がありました。友達を増やしたり、イベントを企画したり、お酒

を通じて先輩方と仲良くなったりといったことで、様々な方面の知識を身につ

けることができました。 

 

 

 

 

4. 定村 来人（博士課程） 

 

①幕末明治期に活動した絵師、河鍋暁斎を中心に、19 世紀後半の日本美術を研

究しています。 

②委員長 

③私が委員長を務めさせていただいた年は、駒場博物館の図書館をより利用し

やすくすることがプロジェクトの一つとしてありました。美術を研究する者に

とっては、駒場博物館の図書館は貴重な資料の宝庫です。スタッフの方々との話

し合いを通して、利用者としての立場と運営側の立場の両方から、図書館のあり

方を考える経験ができたことが貴重でした。また、気さくな駒場博物館のスタッ

フの方々と、今でも続く良い関係を築くことができたのも大変よかったです。 

カタログ委員会を通して、違うゼミの人たちとのつながりをつくることができ

るのも魅力です。分野の違いを超えた研究を目指す比較研究室の方針を体現し

た、刺激的な場がそこにはあります。 
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5. 岩瀬 慧（博士課程） 

 

①カバネルの作品論、及びアカデミスム絵画研究 

②見学会企画 

③展覧会調査は慣れない作業でしたが、やってみると良い経験になりました。訪

れたことのない美術館についての知識を得て、巡回展情報をうまく探せるよう

になりました。世田谷美術館の見学会を企画した際は、学芸員の方から貴重なお

話を伺いました。帰りに用賀駅ちかくのジョナサンに立ち寄り、デザートを頂き

ながら委員のみなさまと楽しい時間を過ごしたのも良い思い出です。 

  

 

 

 

6. 堀江 秀史（博士課程）  

 

①寺山修司、クロスジャンル論（文学と写真、映画） 

②2011-12年度委員長、その他 

③2007 年度以降、現在まで委員会に所属しております。最初は何をやっている

のかすら分からないところからスタートしましたが、そこから数年を経て、振り

返れば非常に大きなものを得ていたことに気づきます。自分にとって近いよう

で実はとても遠い「美術」の分野に、「展覧会」を糸口として曲がりなりにも関

わりを持ち続けられたこと、それを論じても良いと感じられること、そして、ゼ

ミ横断の院生同士の交流が出来たこと、これらは、当初は気づきませんでした

が、後々になって非常に得難い経験であり実感であると感じました。今後の発展

に何が必要か考え実行することが、この御恩返しになるかなと、今は考えていま

す。 
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7. 任 ダハム（博士課程）   

 

①植民地期の日韓映画における都市「京城」（現ソウル）表象、植民地期の日韓

映画交流 

②今年度には、留学生相談役を担当させていただきました。 

③はじめて展覧会調査に参加した時のことがまだ記憶に新しいですが、あれか

らすでに 6 年が経ってました。委員会の構成員は毎年変わりましたけれども、

各期委員長の方々をはじめとした委員の皆さんの熱意と誠実さには、いつも刺

激をいただいております。そして、皆さんの努力によって出来上がった展覧会調

査一覧表を見る時が、私にとっては、最も委員としてのやりがいを感じる瞬間で

した。今年で 10 周年を迎えるカタログ委員会の「歴史」を、半分以上共有でき

たことを、とても嬉しく思います。 

 

 

 

 

8. 信岡 朝子（東洋大学）   

 

①日米動物表象の比較研究（19世紀～20世紀）、環境表象としての写真、医療と

文学の関わり（闘病記文学を中心に） 

②第 1期委員長、及びその後の委員会での展覧会調査 

③最初の立ち上げの時から関わらせていただきましたが、当初は美術や展覧会

のことなどまったく分からず、美術史に詳しい他の院生の方々に頼りまくって、

何とかまわしていたように思います。委員の皆さんと、どのご専門の方にどの展

覧会の評を書いてもらうかを話し合う中で、新しい発見や思いもかけない組み

合わせなどが出てくるのは、創造的で楽しい作業でした。この委員会を通じて、

展覧会カタログやポスター、チラシに至るまで、美術展というものを総合的なプ

ロジェクトとして見る視点を養っていただいたと思います。 
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9. 林 久美子（博士課程） 

 

①世紀転換期（1890〜1920年代）の日仏文化交渉史 

②委員長、副委員長、ブログ・ML管理 

③院生委員会初期の頃から参加させていただき、年々、活動が組織立って、着実

に成果をあげていく様を、古くからのメンバーの一人として、大変嬉しく感じて

おりました。委員会の行事では、駒場博物館資料室の開室式や、国立新美術館図

書室の見学会などが、深く印象に残っています。美術館や展覧会についての情報

を得られることはもちろん、私にとって委員会活動は、ゼミや学年の異なる院生

の方々と交流できる貴重な機会でもありました。 

 

  

 

 

10. 韓程善 

 

①文学と映画の比較芸術、江戸川乱歩 

②文学館プロジェクト 

③もう 6 年前になりますね。2007 年度の文学館プロジェクトは、日本全国の文

学館リストから、どこの文学館の企画が充実しているかを把握する作業でした。

みんなで全国の文学館を分けて調査し、担当した地域の文学館の特徴など調査

した感想を話し合いました。特に留学生であった私にとって日本の文学館を把

握する作業は、非常に貴重な経験でした。文学館プロジェクトは、私の留学時代

の忘れられない思い出の一ページです。 
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11. 小泉 順也（一橋大学 准教授） 

 

①ポスト印象派を中心としたフランス近代美術史 

②普通の委員＋駒場博物館担当 

③展覧会調査や資料室に収められた展覧会カタログを通して、自分の知らない

博物館や美術館が日本にはたくさんあり、そこで多彩な活動が繰り広げられて

いることを実感できたように思います。頭の片隅に館名が残っていれば、近くを

訪れたときに、どうしても気になって立ち寄ってしまいます。そうした切っ掛け

を与えてもらいました。 

 

 

 

 

12. 佐々木 悠介（駿河台大学ほか 非常勤） 

 

①カルティエ゠ブレッソンと二十世紀の写真言説（フランス語圏と英語圏） 

②2005後期-2006 前期：委員長 

③まだ委員会を立ち上げて間もなかったので、マニュアル化されていない部分

も多々ありました。比較芸術の理念からも、美術系以外の院生の方にも多く参加

して頂きたいということで、できるだけ委員会の作業が繁雑にならないように

ということを意識していたような気がします。2006 年夏の引継ぎ会では、それ

までの院生評執筆者をお呼びして合評会を企画しました。懇親会は神泉の七輪

焼きのお店で企画したのですが、換気の調子が悪くて煙濛々、皆さんに申し訳な

く思ったことを覚えています。そのお店はもうなくなりました……。 
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13. 井口 俊（博士課程） 

 

①19世紀フランス絵画史、特にエドゥアール・マネと第二帝政期の美術批評 

②委員（2008-09）、委員長（2010-11） 

③展覧会カタログは私の専門である美術史を学ぶ上での必須文献ですが、委員

会に所属するまではその構成や形式、装丁などの面に特段気を配ることもなく、

ただ収録内容にばかり注意を向けていました。委員会の活動を通じ、「展覧会カ

タログ」というジャンルのもつ豊かさに目を開かされたことが、一個人としては

もっとも大きな収穫です。また、委員長を務めさせていただいた年度には震災が

あり、例年とは異なる形での展覧会調査を行いましたが、委員のみなさまのご協

力により完成した資料は将来貴重な証言となることと思います。 

 

 

 

 

14. 安藤 智子（國學院大学、清泉女子大学、法政大学非常勤講師） 

 

①アルフォンス・ルグロ 英仏美術交流史 

②委員長 

③先輩の陳岡さんが担当なさった国立西洋美術館でのコロー展を今橋先生と皆

さんと見学に行ったことが印象に残っています。その日は夏の大変暑い日で、見

学会後に銀座のビアホール行き、今橋先生とコローの描く女性の二の腕が妙に

生々しいと語り合わせていただいたことが記憶に残っております。全く頼りな

い委員長の私を支えていただきありがとうございました。カタログ評院生委員

会でのゼミの枠を越えての皆さんとのおつき合いが、現在に至るまで私の研究

の糧となっています。 
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15. 伊藤 由紀（博士課程） 

 

①日本におけるオペラ受容 

②展覧会調査、ブログ活性化、副委員長 

③それまで展覧会は「目に付いたら見に行く」程度の関心だったのですが、委員

会で展覧会調査に参加したことをきっかけに、自分の研究に関係のありそうな

展覧会を自分から探して見に行く習慣がつきました。また、2年間かけた調査票

のフォーマット変更では、「ちょっとアイデアを投げてみたら、一緒に考えてく

れる人や専門的なスキルのある人が集まってきて、予想もしなかったほど良い

ものが完成する」という共同作業のダイナミズムを味わいました。その後、他の

共同研究プロジェクトで複数人でのデータベース入力に参加したときも、ここ

で得たノウハウが役に立ちました。 

 

 

 

 

16. 永井 久美子（比較文学研究室助教） 

 

①絵巻物、後白河院文化圏 

②副委員長、相談係 

③いろいろありましたが、「東京―ベルリン／ベルリン―東京」展（東京会場: 森

美術館、ドイツ会場: ベルリン国立美術館、2006年）が、今でも印象に残って

います。『比較文學研究』第 88 號へのカタログ評掲載を推薦することになった

展覧会であったほか、この展覧会をきっかけに、駒場博物館の収集方針のひとつ

（海外の図録のうち、日本巡回展のあるものを積極的に集め、日本版との内容を

比較すること）を提案させて頂き、それを承認してもらえたことは、とても光栄

でした。駒場博物館の蔵書の拡充をみるにつけ、初期メンバーとして委員会に関

われたこと、立ち上げ期からの活動が継続されていることを、嬉しく思っていま

す。 
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2.5 歴代院生委員名簿（2004-2013 年度） 
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3 駒場博物館関係記録  

 

 

 

 

3.1 2006年〜2013年までの資料室図書利用統計 

 

利用者数統計、利用者数推移、貸出冊数推移に分かれている。 

 

 

学内 学外 不明 当日閲覧 当日貸出 特別貸出 複写依頼 不明
2007 63 4 67 58 71 129
2008 89 6 0 95 0 113 52 1 0 166
2009 106 5 0 111 17 111 65 2 0 195
2010 145 13 2 160 43 137 129 3 6 318
2011 120 25 2 147 34 127 97 22 1 281
2012 222 27 2 251 43 150 224 17 0 434
2013 162 27 0 189 54 182 51 19 35 341

年度
利用者 利用者

合計

利用方法 利用図書
合計
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3.2 年度別 OPAC登録図書冊数（2014年末日現在） 

 

 

冊数 カタログ冊数（内数）

洋書合計 816 326
1990 1
1991 2
1992 21 3
1995 45 3
1996 10
1997 1
2001 1
2002 1
2006 6 3
2007 31 10
2008 3 3
2009 17 10
2010 282 156
2011 130 74
2012 79 39
2013 186 25

和書合計 11,893 8,883
1991 23
1992 9
1993 20
1995 24 7
1996 6
1997 7
1998 31 2
1999 9 1
2000 1 1
2001 13 9
2002 3
2004 4 2
2005 301 298
2006 1,970 1,968
2007 1,587 1,490
2008 293 292
2009 1,280 1,013
2010 1,584 1,059
2011 1,766 881
2012 1,502 647
2013 1,460 1,213

総計 12,709 9,209
雑誌種類数 786
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3.3 資料室紹介記事 

 

  

安藤智子「研究教育に直結した資料室として―駒場美術博物館および資料室見学記」『アート
ドキュメンテーション通信』No.83、アート・ドキュメンテーション研究会、2009 年、10 頁。 
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